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第８回 表計算ソフト（３）

２０１６年６月８日



１．今日の内容

Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｅｘｃｅｌ

関数

複雑な数式の作成
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２．関数

関数

数値やセル番号、文字列などを与えて特定の計算を
行い、計算結果を返す。
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関 数

数値 セル番号 文字列

計算結果

引数

合計を計算する
平均を計算する
平方根を計算する
絶対値を計算する
・・・



３．関数を使った数式
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関数を使わない場合

セルＡ１からＡ５までの数値の平均値を計算するとき

＝（Ａ１＋Ａ２＋Ａ３＋Ａ４＋Ａ５）／５

＝ＡＶＥＲＡＧＥ（Ａ１：Ａ５）

関数を使う場合（ＡＶＥＲＡＧＥ関数）

関数名（引数，引数，・・・）



４．関数の種類

統計関数
平均 ＡＶＥＲＡＧＥ（ ）、分散 ＶＡＲ（ ）、最大値 ＭＡＸ（ ）、
最小値 ＭＩＮ（ ）、標準偏差 ＳＴＤＥＶ（ ） など

数学関数・三角関数
合計 ＳＵＭ（ ）、絶対値 ＡＢＳ（ ）、平方根 ＳＱＲＴ（ ）、
自然対数 ＬＮ（ ）、ｓｉｎ関数 ＳＩＮ（ ）、ｃｏｓ関数 ＣＯＳ（ ） など

文字列操作関数
文字数を数える ＬＥＮ（ ）、文字列の左端から指定した文字
数だけ取り出す ＬＥＦＴ（ ）、 大文字に変換する ＵＰＰＥＲ（ ）
など

ほか多数
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５．関数の練習

ｃｏｓ と ｓｉｎ のグラフの作成

教科書 ７４ページ 例題 ５－１３

教科書 ７７ページ 例題 ５－１５
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６．条件判定
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条件判定により、２つの値のうちどちらかを選ぶ。

論理式

真の場合の値

偽の場合の値

論理式が成立する

論理式が成立しない

真

偽

１２歳以上ならば大人運賃２４０円、そうでなければ子供運賃１２０円。

８月ならば宿泊料金シーズン価格１４０００円、そうでなければ９０００円。

得点が６０点以上ならば 「合格」判定、そうでなければ「不合格」判定。



７．論理式
不等号を用いて表した数式
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Ａ１ ＝ １

Ａ１ ＞ １

Ａ１ ＜ １

Ａ１ ≦ １

Ａ１ ≧ １

Ａ１ ≠ １

Ａ１ ＝ １

Ａ１ ＞ １

Ａ１ ＜ １

Ａ１ ＜＝ １

Ａ１ ＞＝ １

Ａ１ ＜＞ １

数学表現 Ｅｘｃｅｌでの書き表し方



８．ＩＦ関数
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IF(論理式, 真の場合の値, 偽の場合の値)

１２歳以上ならば大人運賃２４０円、そうでなければ子供運賃１２０円。

セルＡ１に年齢が入力されているとする。

＝ＩＦ（Ａ１＞＝１２，２４０，１２０）

８月ならば宿泊料金シーズン価格１４０００円、そうでなければ９０００円。

セルＡ２に宿泊月が入力されているとする。

＝ＩＦ（Ａ２＝８，１４０００，９０００）

得点が６０点以上ならば 「合格」判定、そうでなければ「不合格」判定。

セルＡ３に得点が入力されているとする。

＝ＩＦ（Ａ３＞＝６０，”合格”，”不合格”）



９．ＩＦ関数の練習

教科書 ７８ページ 例題 ５－１６
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１０．練習（電話料金計算）

６０分までは通話料６５０円。

６０分以上は、１分につき２０円を加算。

１０分おきに１２０分までの料金表を作成せよ。
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１１．次回の講義内容

第２回小テスト

Ｅｘｃｅｌの数式、相対参照・絶対参照

関数（ＳＵＭ，ＡＶＥＲＡＧＥ，ＭＡＸ，ＭＩＮ）

ＩＦ関数

Ｅｘｃｅｌによるデータベース操作
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